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面

日時・場所 研修内容

1

障がいのある子の
子育て支援を考える

～発達障害体験講座と保護者
からの声を通して～

兵庫県助産師会会員　無料

藤尾 さおり
（助産師・そらしど
キャラバン隊）

●

8月26日（土）
13:30~16:30
（180分）
神戸国際会館
805号室

障がいをもつ子の子育て支援の実際と保護者の声
を聴くことで、助産師としてできる支援について
考えましょう。また発達障害体験講座から、発達
障害のある方がどんな風に感じているのかを知る
ことでケアを深めましょう。
※産後ケア実務助産師研修④
定員60名

2

父親をとりまく子育て環境の
変化と家族支援について

兵庫県助産師会会員　無料

⽵原�健⼆
（国⽴成育医療研究
センタ−・政策科学
研究部部⻑）

●
9月9日（土）
13:30~15:00
（90分）

働き方改革の推進に伴い、一緒に子育てや家事を
担う父親と接する事も多くなっています。父親を
取り巻く環境の変化、子育ての現状を知り、父親
を含めた家族支援について学びましょう。
※産後ケア実務助産師研修⑧

3
性教育をアップデート

～助産師が行う出前授業～

渡邉�安⾐⼦
（京都府助産師会・
性の健康教育実践研

修会代表）

●
9月23日（土）
10:00~12:00
（120分）

助産師ならではの視点から「生」「性」「命」に
ついて伝える助産師の包括的性教育のニーズが社
会的に高まっています。包括的性教育の最新の動
向、基礎知識、出前事業の実際と配慮すべき点な
どを学び、性教育をアップデートしましょう。地
域での助産師による性教育に関心のある病院勤務
の方も是非ご参加ください。

ラ
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ブ

参加費 1研修につき
日本助産師会会員　3,000円
日本助産師会学生賛助会員　無料
非会員　6,000円

※兵庫県助産師会会員は無料の研修があります。
※今回ご入会いただく方も会員価格でご参加いただけます。
入会完了までにお時間かかりますので、２週間ほど

　余裕をもって手続きをお願いいたします。
※ご入金後の返金はいたしかねます。

「助産師のちからアップ」研修会
2023年度　一般社団法人兵庫県助産師会

公益社団法⼈⽇本助産師会ホームページ（右QRコード）会
員専⽤ページにログイン後、研修会・セミナー申込からお申
し込みください。⾮会員の⽅もお申込みいただけます。

お申込み

研修詳細

・対面
・Zoomによるライブ配信

※一部の対面とライブ配信は、後日オンデマンド配信（録画）を予定
しています。詳細は、後日ホームページに記載します。

研修方法

ご入会は
こちらから

「妊娠期からの助産ケアを自律して実践できる」「地域で活動（開業）できる」に焦点をおいた

研修プログラムになっております。皆様のご参加をお待ちしております。

https://mypage.midwife.or.jp/regularmember_entry.php
https://mypage.midwife.or.jp/
https://mypage.midwife.or.jp/


詳細が決まり次第、
ホームページに掲載いたします
「助産師の研修」からお申し込み
ください

学びませんか？
産後ケア実務助産師研修の2日間の実習として申請
できます。
申込み期間は8月21日～9月30日を予定しています。

開業助産師による助産ケアの実際を学ぼう！
兵庫県会員無料

毎年⼤⼈気の助産所実地研修です。兵庫県内の開業
助産所にご協⼒いただき、今年度も開催いたしま
す。妊婦健診、分娩、⺟乳外来、産後ケアの場⾯に
おける開業助産師の知恵と技を、実地研修を通して

 日時　7月23日　
 場所　兵庫県学校厚生会館
 定員　12名（先着順）

＊NCPR デリバリー研修
インストラクターが施設に出向いて研
修を⾏います。慣れた場所、慣れた
物品で新⽣児蘇⽣法を学びませんか。

※Aコース取得、Sコース資格更新の
対象研修ではありません。

新⽣児蘇⽣法研修

＊NCPR 専⾨コース（Aコース） 
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4

妊娠期からの多胎児育児
家族の支援とその実際

兵庫県助産師会会員　無料

天羽千恵子
（ひょうご多胎ネット）

小山千里　
（小山助産所　所長）

●

10月1日（日）
13:30~15:00
（90分）
神戸国際会館
805号室

多胎児は一人の育児以上に心身ともに負担が大きく
社会のサポ－トが必須です。多胎児育児における家
族のニーズと負担を知り、助産師として実践に結び
付けて介入できるところを学びましょう。
※産後ケア実務助産師研修⑧
定員50名

5

アクティブバース：出産期
ケアの再考　自由な姿勢で
産むことをどう支えるかの

演習

毛利 多恵子
（毛利助産所 所長）

●

10月29日（日）
13:30~16:30
（180分）
あすてっぷ
KOBE

コロナ禍の3年間、私たちは様々な制限や葛藤の中
で助産ケアをしてきました。だからこそ、改めて助
産師のケアの重要性を実感します。本来助産師が行
ってきた産婦と寄り添うケア、人の温もりを感じる
ケア、五感を活用した助産ケアを先輩助産師から受
け継いでいきましょう。
定員20名

6

訪問でのケアの実際～訪問
時間内でのアセスメントと

ケアを学ぶ～

兵庫県助産師会会員　無料

三宅はつえ
（もものみ助産院）

●
11月5日（日）
13:30~15:00
（90分）

訪問ケアでは、短い時間の中で情報を収集し、瞬時
にアセスメントした上でケアにつなげていくことが
必要です。訪問ケアの経験豊富な講師から、どのよ
うなポイントで情報を収集しケアにつなげていくの
か、乳房ケアの実際を例に学びましょう。
※産後ケア実務助産師研修④

7

助産師ができる乳幼児の成
長・発達を促すための支援

兵庫県助産師会会員　無料

⽊原秀樹
（理学療法⼠・
あかりハネット代表
⾚ちゃんの城メディ
カルアドバイザ−）

●

11月18日（土）
13:30~16:30
（180分）
兵庫県

学校厚生会館

産後ケアなどで受ける相談の中に、乳幼児の発達に
関することが多くあります。児の発達についてどこ
に注意をして観察をすればいいのか、そしてその発
達を促すための関わり方を学び、サポ－トに生かし
ましょう。
※産後ケア実務助産師研修③
定員30名

8
医療トラブル・クレームに
対する事例を通して

伊藤 進一
（兵庫県医師会医療安全

常任委員・
伊藤産婦人科 院長）

●

12月9日（土）
13:30~16:00
（150分）
兵庫県

学校厚生会館

医療トラブル・クレームに対する事例や、医療事故
調査制度に関する事例を通してご講義いただき、医
療事故再発防止につなげましょう。
定員50名

9
明日から使える母子への防
災・減災教育〜阪神大震災

の経験を忘れない

あんどうりす
（新建新聞社 リスク対
策.com名誉顧問）　

●

2月3日（土）
13:30~16:30
（180分）
兵庫県

学校厚生会館
(予定）

子育て世代向けの防災アドバイザーとして年間100
回以上講演をされている人気講師の研修です。阪神
大震災での被災経験やアウトドアの知識を活かし、
毎日のカバンを防災仕様にするアイデアや、防災・
減災対策など、実践的で日々の生活の中で気軽にで
きる備えや対策について学びませんか。
定員30名
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一般社団法人兵庫県助産師会 事務局
　〒650-0011 神戸市中央区下山手通5-8-14山手ダイヤハイツ305

お問い合わせは

こちらから

※オンデマンド配信は、編集の都合上研修時間が短くなる場合があります。ポイント数にご注意ください。
※すべての研修は、CLoCMIP アドバンス助産師申請・更新のための「選択研修」に活用できます。
※本研修の一部は兵庫県の「令和5年度助産師の質的向上研修支援事業」の補助金を受けて実施しています。

R

https://hyogo-josanshikai.com/?page_id=3859
https://hyogo-josanshikai.com/?page_id=175



